
大牟田市立松原中学校 

  
 

１ 学習に取り組んでいる主な分野 

□生物多様性 □海洋 ☑防災・減災 □気候変動 

□エネルギー ☑環境 □文化多様性 ☑世界遺産・文化財 

□国際理解 ☑平和 ☑人権 □ジェンダー平等 

☑福祉 □生産と消費 □その他（             ） 

 

２ ユネスコスクールとしての活動の概要 

本校は、SDGs の達成に向け地域

や社会との交流を通して、人と人、

人と地域社会、過去・現在と未来と

のつながりを理解し、自分と人と

の関わりを深め、これからの持続

可能な社会を創る姿勢を身に付け

た生徒の育成を目標とした。 

具体的には、福祉学習、地域探究

学習、生き方学習を柱に、①高齢者

福祉に係わる学習、②地域の課題

を解決する学習、③これからの自

分像を考える学習を実施した。  

 

３ 特徴的な活動事例の紹介 

○ 高齢者福祉に係わる学習（福祉学習） 

これからの社会を生きていくうえで、思いやり

の心や豊かな人間性を育てていくこと、生涯にわ

たってかかわる福祉の問題に対して、積極的に関

わる姿勢や支援する態度を身につけていくこと

をねらいとして福祉学習を行った。 

高齢者施設からＧＴを招いて講話及び体験学

習を仕組むことで、高齢者福祉のあり方について

学んだり、車椅子を使った介助体験を行ったりす

ることを通して、これからの自分ができること、

心がけることについて考え、レポートにまとめて

発表した。  



○ 地域の課題を解決する学習（地域探究学習） 

大牟田市の活性化に向けて、大牟田のよさや課

題を見いだし、これからの大牟田市のことについ

て考えることができるようになることをねらい

として地域探究学習を行った。 

大牟田市を「これからも誰もが住みたい町」に

するために、世界遺産文化財、観光・まちづくり、

伝統工芸・文化について調べ、大牟田市のよさを

載せたリーフレット作成する活動を行った。さら

に、修学旅行で訪れた京都との比較を通して、大

牟田の課題について考え、これからの大牟田市に

ついてレポートにまとめていった。  

○ これからの自分像を考得る学習（生き方学習） 

働く意味や社会との関わりを考え、キャリア教

育の基礎的・汎用的な能力を育成するとともに、

将来の自分像を思い描くことをねらいとして生

き方学習を行った。 

卒業生に学ぶ会で、卒業生をＧＴとして招き、

中学生の時に大切にしていたこと、今の自分から

中学校時代の自分に対して思うことなどを聞き、

質問や意見の交換をすることで、自分の生き方に

ついて考えることができた。また、「マナー講座」

においてＧＴを招き、社会人としてのマナーや立

ち居振る舞い、社会との関わり方についての学習

を行った。その後は、進路選択の支援となる活動

へとつなげ、進路実現に向けた取組を行った。 
 

 

３ 今後の活動計画 

目標 持続可能な社会を拓く生徒の育成 

１年生 福祉学習（SDG3,11,17） 

・福祉に関する個人の責任と役割を考え、ボランティア活動等に関わる態度の育成 

・疑似体験活動を通した、自己の特性や資質の発見 

２年生 地域探求学習（SDG8，9，11） 

・地域に関する個人の責任と役割を考え、地域、伝統文化を理解し、積極的に後継しよ

うとする態度の育成  ・地域の未来や自己の生き方に対する考察 

３年生 生き方学習（SDG4,8,17） 

・将来の生きがいのある生活を実現するために、自分で進路を選択決定していこうとす

る態度の育成  ・働く意味や社会との関わりに対する考察 
 


